
※現時点での会議日程。新型コロナ感染拡大の推移によって、今後変更の可能性あり。

２０２０年マレーシアＡＰＥＣ

貿易・投資の意義の説明

（ナラティブ）の改善
Improving the Narrative of 

Trade and Investment

革新的な持続可能性の推進
Driving Innovative Sustainability

デジタル経済と技術を通じた
包摂的な経済参画

Inclusive Economic Participation
through Digital Economy and Technology

全体テーマ

優先課題

「共有された繁栄の強靱な未来に向けた、人間の潜在能力の最適化：
方向修正・優先付け・進歩」

令和２年１１月

10/27 食料安全保障に関するハイレベル政策対話★

9/23 保健と経済に関するハイレベル会合★

7/24 第２回臨時高級実務者会合（ESOM2）

7/25 貿易担当大臣会合(MRT)★

10/23 中小企業担当大臣会合★

9/30 女性と経済フォーラム★

11/13 最終高級実務者会合（CSOM）

11/16 閣僚会議（AMM） ★

11/20 首脳会議（AELM）

※マレーシアが議長エコノミーを務めるのは1998年以来2回目。場所の記載がない会合はオンラインでの開催。

5/27 臨時高級実務者会合（ESOM）

2/21-22 第１回高級実務者会合（SOM1） プトラジャヤ

＜2020年＞

＜2019年＞

12/9-11 非公式高級実務者会合（ISOM） ランカウイ

★印は大臣級会合

9/28-29 第２回高級実務者会合（SOM2）

主要な会議日程

Optimising Human Potential Towards a Resilient Future of Shared Prosperity: Pivot. Prioritise. Progress.

9/25 財務大臣会合★


